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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府および日銀による財政・金融政策を背景にして、大企業を中

心とした企業収益や雇用情勢が改善するなど緩やかながら回復基調で推移したものの、一方では、為替の変動や原

油価格の急落ならびに中国経済の減速傾向などにより、先行き不透明な状況で推移しました。

　その中で当社の属する建設コンサルタント業界の市場環境におきましては、震災復興関連事業や国土強靭化対策

などの国土防災・保全対策関連事業が緩やかながら減少傾向になることが見込まれるなど、厳しい状況が続くと予

想されます。

　こうした状況の中、当社としては同業他社との差別化を目指し、顧客のニーズに合った技術提案の強化を最重要

課題のひとつとして位置付け、さらには、道路施設等の構造物の点検・維持管理業務や補修設計などのメンテナン

ス関連分野に積極的に営業活動を展開し、東日本エリアの受注拡大を目指して全社を挙げて取り組んだ結果、当第

１四半期累計期間の受注高は３億９千７百万円(前年同期比34.3％増)となりました。

　収益面につきましては、後述のとおり売上高の季節的変動要因により、売上高２億９千８百万円(同17.9％増)、

営業損失３千８百万円（前年同期は営業損失４千７百万円）、経常損失４千２百万円（前年同期は経常損失５千５百

万円）、四半期純損失３千万円（前年同期は四半期純損失３千６百万円）となりました。

　
なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

建設コンサルタント事業の当第１四半期累計期間の業績は、完成業務収入２億５千５百万円(前年同期比20.9％

増)、売上総利益８千２百万円(同18.4％増)となりました。

（不動産賃貸等事業）

不動産賃貸等事業の当第１四半期累計期間の業績は、不動産賃貸等収入４千３百万円(前年同期比3.0％増)、売上

総利益１千２百万円(同8.3％増)となりました。

　

②売上高の季節的変動について

当社の主要事業である建設コンサルタント事業は、主要顧客先が国・地方自治体であることから、公共事業の工

期が事業年度末である３月および９月に集中する傾向にあるため、当社の売上高の計上時期が第２四半期会計期間

と第４四半期会計期間に偏る傾向が高い反面、販売費及び一般管理費は各四半期毎に概ね均等に発生するという季

節的変動要因があります。

（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び純資産の分析

(資産)

資産合計は、55億３千５百万円(前事業年度末比１億１千４百万円増)となりました。

主な増減内訳は、受取手形及び完成業務未収入金(同１億１千５百万円減)、未成業務支出金(同２億４千７百万円

増)等であります。

(負債)

負債合計は、35億７千４百万円(前事業年度末比１億８千５百万円増)となりました。

主な増減内訳は、業務未払金（同４千３百万円減）、短期借入金（同３億円増）、長期借入金（同４千２百万円減）

等であります。

(純資産)

純資産合計は、19億６千１百万円(前事業年度末比７千１百万円減)となりました。

主な増減内訳は、利益剰余金(同５千８百万円減)等であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されている業績予想につきましては、平成27年12月４日付で公表しました平成28年10月期の業績予

想から変更はありません。

なお、本資料に記載されている業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年10月20日)

当第１四半期会計期間
(平成28年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 177,505 168,251

受取手形及び完成業務未収入金 262,963 147,112

未成業務支出金 468,074 715,444

貯蔵品 3,634 3,373

繰延税金資産 21,825 34,193

その他 19,359 21,644

貸倒引当金 △647 △368

流動資産合計 952,715 1,089,652

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 286,466 282,187

工具、器具及び備品（純額） 458,104 457,911

賃貸資産（純額） 990,296 982,358

土地 2,354,153 2,354,153

その他（純額） 42,379 45,932

有形固定資産合計 4,131,400 4,122,543

無形固定資産 13,436 12,611

投資その他の資産

投資有価証券 290,192 271,604

繰延税金資産 18,095 24,149

その他 15,873 15,348

投資その他の資産合計 324,160 311,102

固定資産合計 4,468,998 4,446,257

資産合計 5,421,713 5,535,910

負債の部

流動負債

業務未払金 113,727 70,371

短期借入金 400,000 700,000

1年内償還予定の社債 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 170,000 170,000

未払法人税等 4,535 1,829

未成業務受入金 190,107 222,609

賞与引当金 40,073 18,002

業務損失引当金 10,360 8,350

その他 200,231 158,468

流動負債合計 1,329,034 1,549,631

固定負債

社債 250,000 250,000

長期借入金 1,530,000 1,487,500

退職給付引当金 54,273 55,526

役員退職慰労引当金 193,426 195,624

その他 32,368 36,070

固定負債合計 2,060,068 2,024,721

負債合計 3,389,102 3,574,352
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年10月20日)

当第１四半期会計期間
(平成28年１月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 479,885 479,885

資本剰余金 306,201 306,201

利益剰余金 1,309,017 1,250,473

自己株式 △110,526 △110,526

株主資本合計 1,984,577 1,926,033

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 48,033 35,524

評価・換算差額等合計 48,033 35,524

純資産合計 2,032,611 1,961,557

負債純資産合計 5,421,713 5,535,910
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成26年10月21日
　至 平成27年１月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年10月21日
　至 平成28年１月20日)

売上高 253,162 298,604

売上原価 172,166 203,882

売上総利益 80,995 94,722

販売費及び一般管理費 128,471 133,563

営業損失（△） △47,476 △38,841

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 3,437 3,537

業務受託手数料 2,580 4,719

その他 1,141 723

営業外収益合計 7,160 8,980

営業外費用

支払利息 11,506 9,367

社債利息 904 908

その他 2,778 2,705

営業外費用合計 15,189 12,981

経常損失（△） △55,504 △42,842

税引前四半期純損失（△） △55,504 △42,842

法人税、住民税及び事業税 527 552

法人税等調整額 △19,360 △12,852

法人税等合計 △18,833 △12,300

四半期純損失（△） △36,671 △30,541
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年10月21日 至 平成27年１月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高

外部顧客への売上高 211,219 41,942 253,162

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 211,219 41,942 253,162

セグメント利益 69,283 11,712 80,995

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年10月21日 至 平成28年１月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高

外部顧客への売上高 255,406 43,197 298,604

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 255,406 43,197 298,604

セグメント利益 82,039 12,682 94,722

(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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